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緒言
クワガタムシ科は東南アジアを中心に世界中に

分布し，性的二型や個体変異，あるいは地域変異
が大きく，種レベルあるいは個体レベルで体長の
幅が大きいなどの特徴をもつ．日本人にとって最
も馴染みのあるグループのひとつであり，特にオ
スの大あごが発達する種は子供から大人まで幅広
い年齢層に人気がある．現在では，国内外の産地
を問わず，生きた個体が専門店以外のホームセン
ターでも気軽に購入できるほどになっている．そ
のため，日本には多くの愛好家がおり，個人で博
物館以上のコレクションを所有しているコレク
ターも複数存在する．本報ではその先駆けとなっ
た稲原延夫氏のクワガタムシ科標本について紹介

する．このコレクションは，兵庫県立人と自然の
博物館に収蔵されているクワガタムシ科標本の中
でも，特に貴重な標本が多数含まれ，学術的，な
らびに歴史的価値が高い．稲原延夫氏のコレクショ
ンには様々な分類群のコウチュウ目や蝶類も含ま
れるが，本報では便宜上，クワガタムシ科標本の
みを稲原コレクションと呼ぶ．

稲原延夫氏について
稲原延夫（1925 年 1 月 17 日～ 1985 年 1 月 17 日）

（図 1）は小学 2 年生の時から亡くなるまで，クワガ
タムシ科を中心に世界中の昆虫標本を収集し続け，
当時，クワガタムシ科では世界一の種数を誇る個人
コレクションを築いた．稲原 (1982b) によると，特
に影響を受けたのは中学生の頃に入手した「大日
本鍬形虫科の種の研究」（三輪 , 1931, 1932a, b, 1933, 
1934）で，これらを一言一句暗記するほど貪り読ん
だようである．現在，ボロボロになった直筆の写し
が残されている（図 2）．これを機に，標本や文献
の収集のため日本はもとより世界中の学者やコレク
ターと手紙でやり取りを始め，同時期に大阪の標本
商に足しげく通うようになったようである．しかし，
1945 年の大阪大空襲ですべての標本と文献を失って

図1. 稲原延夫氏（奥田則雄氏提供）．
図2．稲原氏が書き写した三輪勇四郎著『大日本鍬形虫科の

種の研究』（奥田則雄氏所蔵）．
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いる．したがって，現在のコレクションは収集を再
開した 1953 年からのものである．親交のあった海外
の研究者やコレクターは，Bernard Benesh（1891–1964，
米国）, Paul Nagel（生没年不明，ドイツ）, Gilbert 
John Arrow（1873–1948， イ ギ リ ス ）, Robert Didier

（1885–1977，フランス）, Ernst Lewis（生没年不明，
イギリス）, E. R. Leach（生没年不明，米国）, P. F. S. 
Pereire（生没年不明，ブラジル）, Wayne W. Kloop （生
没年不明，国籍不明）, Melchior de Lisle（1908–1977，
フランス）, Erich Weinreich（生没年不明，ドイツ）, 
Sebӧ Endrӧdi（1903–1984， ハ ン ガ リ ー）, Elli Franz

（1896–1983，ドイツ）などが挙げられる．そのほか，
標本収集のエピソードなどは稲原（1982b）に詳しく
書かれているので，興味のある方はこちらを参照い
ただきたい．稲原氏の生前にこのコレクションを見
た人はほとんどいなかったようだが，現在もアマチュ

図3．Psalidoremus elegans（現在はリュウキュウノコギリク
ワガタトカラ列島亜種Prosopocoilus dissimilis elegans）
のホロタイプ．

図4．タイワンマダラクワガタAesalus imanishiiのホロタイプ
（♂，左）とアロタイプ（♀，右）．

図5．イナハラマルバネクワガタNeolucanus inaharaiのホロ
タイプ（奥田則雄氏提供）．

図6．イナハラハネナシネブトクワガタAegus inaharaiのホロ
タイプ（♂，左）とパラタイプ（♀，右）．

図7．イナハラツノヒョウタンクワガタNigidius inaharaiのホ
ロタイプ（奥田則雄氏提供）．
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ア研究者として活躍されている山口雄志氏と奥田則
雄氏は当時稲原氏宅の近所にお住まいであり，小中
学生のころからこのコレクションを見せてもらって
いたそうである．また，海外の研究者とのやり取り
の方法や手紙の書き方も教わったそうである．

稲 原 氏 が 新 種 と し て 記 載 し た の は 2 種 で，
Psalidoremus elegans Inahara, 1958（ 現 在 は リ ュ
ウ キ ュ ウ ノ コ ギ リ ク ワ ガ タ ト カ ラ 列 島 亜 種
Prosopocoilus dissimilis elegans）（ 図 3） と タ イ ワ
ンマダラクワガタ Aesalus imanishii Inahara & Ratti, 
1981（ 図 4） で あ る (Inahara, 1958; Inahara & Ratti, 
1981)．また，1970 年代後半からは自身のコレクショ
ンを用いて解説や展示を行っている．1975 ～ 76 年
にかけては柏樹社の『まみず』に「昆虫誌」と題
した世界の甲虫の解説を 14 回にわたって連載し（稲
原 , 1977），1978 ～ 82 年にかけては比叡山自然科
学館にてコレクションの展示を行い，その解説を
比叡山自然科学館報に執筆した（稲原 , 1978, 1979, 
1980, 1981, 1982a）．

稲原氏に献名された種は，イナハラホソクワガタ
Leptinopterus inaharai Lacroix, 1982，イナハラマル
バネクワガタNeolucanus inaharai Okuda, 2009（図5），
イナハラハネナシネブトクワガタ Aegus inaharai 
Fujita, 2010（図 6），イナハラツノヒョウタンクワガ
タ Nigidius inaharai Okuda, 2012（図 7）の 4 種であ
る (Lacroix, 1982; 奥田 , 2009, 2012; 藤田 , 2010)．

没後のコレクションの経緯と保管状況
稲原氏の全標本は，没後，稲原氏のご遺族の強

い希望により全標本をまとめて受け入れ可能で，
昆虫標本の収集を行っていた株式会社日本生命保
険相互会社（大阪市）へ渡り，大阪市旭区生江町
の倉庫内に保管されていた．ここでは温湿度管理
と防虫対策が行われており，保管状況は良好であっ
た．そして，2001 年に日本生命から兵庫県立人と
自然の博物館へ，その他の標本（富田寿夫コレク
ションなど）と共に寄贈された．この時，日本生
命から受け入れた標本総数は，甲虫類 24,800 点以
上，蝶類 12,400 点以上であった．それ以降，当館
の収蔵庫で保管されてきた．

コレクションについて
稲原氏の全標本は，受け入れ時の資料によると

全部で 340 箱分あり，クワガタムシを中心に，カ
ブトムシやカミキリムシなどの甲虫類標本および
少数の蝶類標本で構成されている．我々は，主に
藤田（2010）に従って稲原氏のクワガタムシ科標
本をリスト化し，他のコレクションと区別して整

理した．2018 年 3 月現在，クワガタムシ科の標本
は約 7,100 点（ドイツ箱で 150 箱分）が確認されて
いる．

クワガタムシ科は当時の分類体系で 820 種以上
（稲原 , 1982b）が含まれている．当時知られていた
のが 1,100 種余り（現在は約 1,300–1,600 種）であっ
たため，既知種の約 75% を保有していたことにな
る．比較のために，国内の博物館における，公表
されているクワガタムシ科の所蔵種数や点数の例
を挙げると，国立科学博物館の和泉泰吉氏（1974
年没）のコレクションが 719 点（黒澤 , 1974），豊
橋市自然史科学博物館全体のコレクションが 1998
年当時でタイプ 38 点，351 種，3,794 点（豊橋市自
然史博物館 , 1998）である．物資の流通や海外との
やり取り，情報が少なかった時代に稲原氏がこれ
だけの種数を入手していたことに驚くばかりであ
る．藤田 (2010) の分類に従うと 66 属 573 種 680 亜
種（同定できたもののみ）に及び，他にも未記載
種と考えられる標本が含まれ，当時ではおそらく
世界一の個人コレクションである．しかも，当時
としては同定が正確なことも特筆すべきことであ
る．また，種数だけでなく，世界中の小型種から
大型種，地域変異，個体変異，奇形個体までカバー
している．同一種の標本が採集された国ごとに集
められ，その国旗あるいは周辺の地図とともに配
列されていたり，同定に使用された文献コピーと
ともにドイツ箱に収められている（図 8）点もユニー
クで，標本への強い執念と愛情が感じられる．稲
原氏はこのコレクションで世界のクワガタムシの
図鑑と博物館を作る予定だったようで，ある種の
個体変異が 1 箱で把握できるように配列されてい
たり（図 9），奇形個体だけで 3 箱分もの分量があ
る．奇形個体の内訳は，大あご（図 10），脚や触角，
その他（雌雄同体など）がそれぞれ 1 箱ずつであ
る． 多 く の 標 本 に は「INAHARA’s COLLECTION 
ACCESSION No.○○」と印字されたコレクションラ
ベル（○○ は手書きで 5 桁の数字が書かれている）
が付けられており，その裏面にデータが書かれて
いる．

タイプシリーズが多く含まれるのも稲原コレク
ションの重要な特徴のひとつである（50 点）．特
にパラタイプが多く，前述のように海外の研究者
との交換によって入手されたものである．ホロタ
イプは 4 点で，稲原氏本人が記載したリュウキュ
ウノコギリクワガタトカラ列島亜種とタイワンマ
ダラクワガタの 2 種に加え，没後に記載された
イナハラハネナシネブトクワガタ Aegus inaharai 
Fujita, 2010 とインヴェニレウスオオズクワガタ
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Macrocrates invenireus Fujii, 2012 が あ り ( 藤 田 , 
2010; Fujii, 2012)，これらは他の標本とは別にタイ
プ標本保管金庫にて管理されている．ちなみにリュ
ウキュウノコギリクワガタトカラ列島亜種の原記
載時に使用された口之島産 5♂3♀ は，ホロタイプ
1♂ 以外の 4♂3♀（いずれもパラタイプ指定はされ
ていない）のうち見つかったのは 2♂2♀ であった．

稲原コレクションには入手困難な種や歴史的に貴
重な標本も多い．例えば，古い標本であるにもかか
わらず『世界のクワガタムシ大図鑑』（藤田 , 2010）
に使用された標本は 17 種 22 点に上り，国内あるい
は世界でもおそらくここにしかない種の標本が含ま
れている．また，終戦直前の 1945 年 8 月 12 日に沖
縄で採集されたリュウキュウノコギリクワガタ沖縄
本島亜種 Prosopocoilus dissimilis okinawanus (Nomura, 
1962) の標本も存在する．さらに，現在では標本
の持ち出しが厳しく規制されているブータン産標

本も含まれている（サンダースマルバネクワガタ
Neolucanus saundersii Parry, 1864（図8），デレリクトゥ
スコクワガタ Dorcus derelictus Parry, 1862，ティティ
ウスヒラタクワガタ Dorcus tityus Hope, 1842 など）．

稲原コレクションからは稲原氏が当時の分類体
系に疑問を持っていたことも見て取れる．そのた
めか，種名ラベルには「DET. N. INAHARA」と記
載されているものとそうでないものがある．この
文字が記載されていないものも多いことから，こ
れらは稲原氏が疑問を持ちながら，あるいは同定
結果に自信が持てずに種名ラベルを作成したもの
かもしれない．実際に稲原（1982b）で「個体変化
が多いために今までの分類が完全とは思えず分類

図8．マルバネクワガタ属Neolucanusの1箱．採集された国の
国旗と同定に使用された文献コピーとともに収められ
ている標本．ブータン産のサンダースマルバネクワガ
タN. saundersiiも含まれている．

図9．大きな個体から順に番号が振られ，個体変異を把握
できるよう配列されたシェンクリングオオクワガタ
Dorcus schenklingi．

図10．大あご奇形の標本．これらにも国旗が付されてい
る．

図11．稲原延夫コレクションの常設展示．簡単な解説とと
もに標本，資料を展示している．
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学的に再検討の余地があると思った」，あるいは「標
本が増えれば増える程，個体を『種』として扱っ
た今までの分類学に疑問を持つに至った」と述べ
られている．例えば，当時は亜種や個体変異ま
で種として扱われていたブッダノコギリクワガタ
Prosopocoilus buddha Hope, 1842 の多くの産地，多
数の標本が集められており，個体変異から種や亜
種に至るまで検討されていたであろうことを垣間
見ることができる．

他にも，自慢の逸品と思われる標本（貴重な産
地や特大・特小個体）のラベルの下に赤い紙が付
けられている点もユニークである（図 8, 9）．特に
大型種の特大個体への執着が強く，多数の標本が
収集されている．藤田（1999）でも紹介されてい
る通り，現在の主流の展足（整形）方法に比べて
大あごや脚が大きく開かれている点も特徴的であ
る（図 8, 9）．

管理と活用
稲原コレクションと明示した展示を行うことが

寄贈の条件であったことから，2018 年 2 月から稲
原コレクションのみで 1 コーナーの常設展示を行
い，文献とともにドイツ箱に入れられた標本が展
示されている（図 11）．標本の劣化を防ぐために，
UV カットガラスを用い，月に 1 回程度，展示標本
をドイツ箱ごと入れ替えている．

収蔵庫では，「稲原延夫コレクション」として他
のクワガタムシ科標本とは区別してまとめて保管
されている．そして稲原氏の分類体系に対する考
え方がわかるように，ドイツ箱の中の標本は移動
させずに敢えて受け入れ時の状態を維持している

（図 8）．藤田（2010）のために貸し出された標本は，
元の箱に稲原氏の種名ラベルを残したまま標本だ
けを別のドイツ箱 1 箱にまとめている．稲原コレ
クション全種のリスト化のため，藤田（2010）の
分類に従い再同定し，種名に変更があったものに
ついては同定ラベルを付けた．そのため，現在は，
コレクションに含まれる種やタイプ標本の有無を
確認することができる．リストは非公開だが，研
究上必要な標本の所在を確認したい場合は山内ま
でお問い合わせいただきたい．また，整理・リス
ト化の過程で発見された特筆すべき標本について
は，別の機会に発表する予定である．
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